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エネルギーシステムの構造変化 

• 日本のエネルギーシステムは、大きな構造変化「５D」に直面している。

Depopulation
（人口減少）

De-carbonization
（脱炭素化）

De-centralization
（分散化）

Deregulation
（制度改革）

Digitalization
（デジタル化）

IoT,AI,5G,シェアリングRE100

発 電

送電／配電

小 売

✓ エネルギー需要の減少
✓ インフラの老朽化

・赤字路線化

✓ 世界的な気候変動対
策への機運の高まり

✓ 再エネの主力電源化

✓ 分散リソースの価格
低減

✓ レジリエンスへの要請

✓ 電力小売全面自由化
✓ 発送電分離
✓ 投資予見性の低下

✓ デジタル技術の浸透
✓ エネルギー分野への応用
✓ 電力需要増加への対応

（データセンター等）

従来の大規模集中電源の電力システムのみならず、

分散型リソースを安定的・有効的に活用することが求められている。
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出典：第71回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会（2024年11月28日）資料１
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出典：第71回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会（2024年11月28日）資料１
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出典：第71回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会（2024年11月28日）資料１
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出典：第４回次世代電力系統ワーキンググループ（2025年9月24日）資料１
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出典：第４回次世代電力系統ワーキンググループ（2025年9月24日）資料１
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出典：2025年度 第１回定置用蓄電システム普及拡大検討会（2025年7月22日）資料４
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（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会（電力広域的運営推進機関）

出典：将来の電力需給シナリオに関する検討会（2025年7月30日差替版）①報告書概要版
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（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会（電力広域的運営推進機関）

出典：将来の電力需給シナリオに関する検討会（2025年7月9日公表）IV.ロードカーブ編
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（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会（電力広域的運営推進機関）

出典：将来の電力需給シナリオに関する検討会（2025年7月9日公表）IV.ロードカーブ編
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（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会（電力広域的運営推進機関）

出典：将来の電力需給シナリオに関する検討会（2025年7月9日公表）IV.ロードカーブ編
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（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会（電力広域的運営推進機関）

出典：将来の電力需給シナリオに関する検討会（2025年7月9日公表）IV.ロードカーブ編
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出典：2025年度 第１回定置用蓄電システム普及拡大検討会（2025年7月22日）資料5-1
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系統用蓄電池導入支援事業費補助金のJC-STAR要件

出典（一社）環境共創イニシアチブ 令和７年度 再生可能エネルギー導入拡大・系統用蓄電池等電力貯蔵システム 導入支援事業費補助金 公募要領
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出典：第4回次世代電力系統ワーキンググループ（2025年9月24日）資料４
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出典：第4回次世代電力系統ワーキンググループ（2025年9月24日）資料４
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出典：第52回系統ワーキンググループ（2024年9月18日）資料３
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出典：第52回系統ワーキンググループ（2024年9月18日）資料３
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出典：第53回系統ワーキンググループ（2024年12月2日）資料２
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出典：第52回系統ワーキンググループ（2024年9月18日）資料３
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出典：第３回次世代電力系統ワーキンググループ（2025年6月27日）資料４
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出典：2025年度 第1回 定置用蓄電システム普及拡大検討会（2025年7月22日）資料6-1



31
出典：2025年度 第1回 定置用蓄電システム普及拡大検討会（2025年7月22日）資料6-1
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出典：排出量取引制度小委員会（2025年7月2日）資料３



33



34
出典：経済産業省 令和8年度経済産業省概算要求のPR資料一覧:GX支援対策費
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出典：経済産業省 令和8年度経済産業省概算要求のPR資料一覧:エネルギー対策特別会計
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ＧＸ・エネルギー政策におけるＤＲの必要性

• 2050年CNの実現に向けては、S+3Eを大前提に、ベースロード電源として原子力の最大限

の活用および再生可能エネルギーの主力電源化が必要。

• 一方、長期固定電源※である原子力、太陽光や風力などの変動性再生可能エネルギーが共存す

るためには、DRに挙げられるカーボンフリーフレキシビリティの確保が必要。

原子力 再エネ

＋ 火力+CCS

揚水

※ 長期にわたり安定的に運転を行うことで高いコスト競争力を発揮するという特性を持つ、地熱や原子力といった電源のこと。また、これらの電源は一般的に、短時間で出力を上げ下げ（負荷追従）することが技術
的に困難という特性があり、仮に停止した場合、再度運転させるまでに時間がかかるため、運転を再開するまでの間の電力需要を満たすためには、すぐに運転を再開できる火力で埋め合わせることとなり、結果とし
てコストやCO2排出量の増加につながる。

カーボンフリーフレキシビリティ
（CO2を排出せずに電気の需給等を調整する機能）

電気不足時は
節電・自家消費

放電

充電
H2

H2

DR
ディマンドリスポンス

電気余剰時に
電気を使う

ディマンド リスポンス



出所：2024年9月3日 第46回 省エネルギー小委員会 事務局資料
ＤＲの位置づけと課題
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需給調整市場における低圧小規模リソースの活用及び機器個別計測

• 国では、分散型エネルギーシステムの導入に向けた分散型エネルギーリソースの価値評価の観点から、
2022年から「需給調整市場における機器個別計測の活用」や「低圧リソースの市場等における活用」
の在り方について検討を行ってきた。

• これらの議論を踏まえ、2026年度より需給調整市場における低圧小規模リソースの活用、及び機器個
別計測を開始することを目指し、送配電事業者においてシステム改修・構築を進めることが了承された。

• 2026年度の需給調整市場における機器個別計測開始に向けて、1,000kW未満については一定の進展が
確認された。一方、機器点特高及び機器点1,000kW以上の取扱いについては依然として対応が必要で
あり、引き続き詳細検討を進めていく。
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（参考）需給調整市場における機器個別計測に向けたこれまでの整理

• 需給調整市場への参入にあたっては、「応動評価用（アセスメントⅡ用）」と「kWh精算用」の計量
器の設置が必要。2026年度開始予定の機器個別計測においては、2022年4月施行の特定計量制度によ
り、現行の計量器に加え、特例計量器の活用が可能。

• 特例計量器等の計量データは、「特定計量（IoTルート）運用ガイドライン【第1.0版】」（運用ガイド
ライン）において、IoTルートを活用して収集することと整理されている。他方、現行のスマメには
IoTルートを活用するための機能が具備されていないことから、機器個別計測によるkWh取引を開始す
るためには、当該機器点の受電点に次世代スマメ（第2世代スマメ）の設置が必要。
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次世代スマメへ
の取替が必要

需給調整市場で必要な計量器

受電点
（現状）

機器点
（2026年度から解禁）

応動評価用
•託送計量器※1 or
•特定計量器※2 or
•市場運営者が指定する計量器

•特定計量器※2 or
•特例計量器※3（500kW未満）or
•市場運営者が指定する計量器

kWh精算用 •託送計量器※1 •特定計量器※2 or
•特例計量器※3（500kW未満）

※1 「託送供給等約款」に基づき属地エリアの一般送配電事業者が設置する託送供給の用に供する
計量器

※2 計量法に基づく電力量計
※3 利用事業者が特定計量を行うために設置する計量器

（出所）特定計量（IoTルート）運用ガイドライン【第1.0版】

（出所）2025年9月8日 第13回 次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料6
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（参考）需給調整市場への低圧リソース参画、及び機器個別計測の活用
に関する費用便益分析

（出所）2022年12月14日 第3回 次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料3



（参考）需給調整市場における機器個別計測に向けたスケジュール

42

項目 2025年度 2026年度 2027年度～

次世代の分散型電力システムに関する
検討会

需給調整市場における機器個別計測

次世代スマメ設置

低圧

高圧・特高

機器個別計測

機器点 低圧

機器点 高圧※1

機器点 高圧※2

機器点 特高

取引規定等改定作業

順次設置

順次設置

（出所）送配電網協議会へのヒアリング結果を基に事務局にて作成

取引開始

取引開始

改定

今回

改定

課題検討 課題への対応
（運用ガイドライン改定、託送システム改修等）

※1 機器点1,000 kW未満：全リソース 、1,000kW以上2,000kW未満：ネガ・ネガポジ・揚水動力等(特措無）
※2 ※1以外の機器点高圧リソース

（出所）2025年9月8日 第13回 次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料6
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ERABガイドライン
• 2015年、エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネスにおいて問題となり得る事項について、関係
者が参考とすべき基本原則となる具体的な指針として、「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネ
スに関するガイドライン」（以下、ERABガイドライン）を策定。ERABガイドラインは、事業環境の変化に
応じて改定しており、直近では2020年6月に改定。

• 一方、国の審議会等での議論を経て、システム改修等が順調に進むことを前提とし、需給調整市場における低
圧小規模リソースの活用及び機器個別計測が2026年度より開始する方針が決定された。また、2024年度よ
り開始した容量市場において、事業者間連携ルールやフォーマットの標準化を求める声が関係事業者からあ
がっている。

• こうした状況を踏まえ、国の検討会においてERABガイドライン改定について議論。2025年内に改定予定。

ERABガイドライン改定に向けた検討内容

1. 機器個別計測の概要及び活用
機器個別計測を活用できるケースについて検討した。

2. 低圧リソース及び機器個別計測に適したベースライン
低圧リソースをERABで活用する際の適切なベースラインについて検討した。
※機器特有のベースラインについては今年度以降で検討を想定し、ガイドラインへの反映も別途検討する。

3. 機器個別計測で必要となる便益調整の定義等
機器個別計測において生じる便益調整の概念とその精算方法について検討した。

4. 供給元小売電気事業者との連携時における標準フォーマット
アグリゲーターと供給元小売電気事業者間の情報連携における課題に対する対応を検討した。

（出所）2025年9月8日 第13回 次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料4
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出典：経済産業省 令和8年度経済産業省概算要求のPR資料一覧:エネルギー対策特別会計



ご清聴ありがとうございました。
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